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ＩＰ時代の０ＡＢ～Ｊ番号の在り方について

平 成 １ ６ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日

日 本 電 信 電 話 株 式 会 社

資料１―７
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・高品質な音声中心のサービス

・信頼性、安定性の重視

・パブリックネットワークとしての
オペレーションシステムの確立

固定電話網 ＩＰネットワーク

次世代ネットワーク（セキュア／フルＩＰ）

融 合

・ブロードバンド化による
多様なサービスの実現

・経済性の重視

・分散型オープンネットワーク

・多彩なブロードバンド・ユビキタスサービスを提供するネットワーク環境を実現するため、光アクセスと組み合わせて、
柔軟かつ経済的で高品質・セキュリティを担保する次世代ネットワークを構築する。

・多彩なブロードバンド・ユビキタスサービスを提供するネットワーク環境を実現するため、光アクセスと組み合わせて、
柔軟かつ経済的で高品質・セキュリティを担保する次世代ネットワークを構築する。

・固定電話網で培った品質、信頼性などの継承

・ブロードバンド化に適したＩＰ技術の採用

・セキュリティ対策などの新たな課題の克服

次世代ネットワークの考え方
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ＮＴＴグループ中期経営戦略の概要（１／２）

（ＮＴＴグループ中期経営戦略より引用）

「次世代ネットワーク」のネットワーク構成

次世代ネットワークの構成イメージ

加入者収容網
中継網

加入者収容網
〔エッジノード〕
・光加入者線を収容
・品質確保、セキュリティ、
ｺﾈｸﾃｨﾋﾞﾃｨ機能を実現

〔中継ﾉｰﾄﾞ〕

〔光波長ﾒｯｼｭ網〕
・光波長多重化技術の活用
により波長単位のメッシュ網
を実現

・ 高品質・柔軟でセキュリティを担保する「次世代ネットワーク」のネットワーク構成イメージは下記のと

おり。

・ 光アクセスと組み合わせた次世代ネットワークは、お客さまの情報通信端末機器からネットワークま

でエンド・トゥ・エンドで一貫してＩＰ化（フルＩＰ化）し、固定電話網とＩＰネットワークの特長を兼ね備え

たもの

(物理的な構成例)

〔波長多重伝送路〕

〔光波長クロスコネクト〕

・お客さまが事業者・サービ
スを選択する機能を検討
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ＮＴＴグループ中期経営戦略の概要（２／２）

（ＮＴＴグループ中期経営戦略より引用）

世界に先駆けたアクセスの光化のマイルストーン

・固定電話に替わる光ＩＰ電話の普及・拡大及び、超高速・双方向の特長を生かした多彩なブロー

ドバンドサービスの提供により、２０１０年には３，０００万のお客さまが光アクセス・次世代ネット

ワークサービスを利用
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番号計画の基本的な考え方

番号計画は、以下の観点などを考慮し、番号構造や全体の桁数が決定されてきた。

移動体

080/090C～K

PHS

070Ｃ～Ｋ 050C～K

IP電話

＜番号計画の概念図＞

0AB～J

固定電話

06

大阪MA045

横浜MA

東京MA

03

0120D～J 
0800D～K

着信課金

0990D～J

料金回収代行

060C～K

UPT

ｻｰﾋﾞｽ識別

伝送路識別／ｻｰﾋﾞｽ識別

1XYｻｰﾋﾞｽ識別

事業者識別

００XY
００２ＹＺ

００９１Ｎ１Ｎ２

地理的識別可

地理的識別不可

閉番号ﾀﾞｲﾔﾙ

全桁ダイヤル

回線設備有

回線設備無

事業者内利用

伝送路識別

・一意に着信先を識別できること。

・十分な容量が確保でき、長期間変更がないこと。

・事業者間の公平性が確保されていること。

・サービスの種類が識別可能であること。

・地理的識別性を有する番号については、地理的な位置の
識別が可能であること。

・桁数ができるだけ短いこと。

・国際標準と整合が取れていること。

・できるだけ少ない桁数で単位料金区域が識別できること。

・同一加入区域を閉番号域とし、全国的には多くの閉番号域の
集合という形をとる。

・閉番号域は原則として同一加入区域とするが、番号付与上は

単位料金区域を一つの閉番号域とすることができるようにする。

・二つ以上の単位料金区域にまたがって閉番号域を設定する

ことはない。

・市外局番は閉番号域ごとに一義的に定める。
（現在の番号計画の基礎をなす昭和３６年当時の番号体系等の基本的考えより抜粋）

【固定電話】【基本】

＋
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新たなサービスへの番号付与

・固定電話（０ＡＢ～Ｊ番号）には利用場所が特定されるなどの特徴が挙げられる。
・「携帯電話・ＰＨＳ」「ＩＰ電話」は、固定電話の特徴と異なるため、それぞれ以下のように番号が割当られた。

携帯電話・ＰＨＳ：モビリティの観点 →０９０／０８０／０７０

ＩＰ電話 ：ロケーションフリー、品質の観点 →０５０
・今後も新しいサービスに対しては、既存番号の適用もしくは新規の番号の割当を検討。

０ＡＢ～Ｊ

０９０／０８０Ｃ～Ｋ

０５０Ｃ～Ｋ

新たな番号割当

（IPの品質規定を追加）

携帯電話

ＩＰ電話

固定電話

1961（昭和36年） ～

1979（昭和54年） ～

０３０／０４０Ｃ～Ｊ

1999（平成11年） ～

1995（平成7年） ～

０５０/０６０Ｃ～Ｊ ０７０Ｃ～Ｋ

2002（平成14年） ～

携帯電話 ＰＨＳ
▽ ▽

ＩＰ電話
▽
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ＰＨＳ

番号数
の拡大

新たな番号割当

地理
識別

品 質

０５０Ｃ～Ｋ

緊急
通報

無 －
Ｒ値：50を超える値
遅延：400ms未満

番号
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番号区画について（トラヒック交流状況）

県間 県内 番号区画内

・トラヒック疎通の大きなエリアを、ユーザ利便性を考慮し、短い桁数でダイヤルが可能な閉番
号域としている。

・現状は、下記の通り、区画内でのトラヒック疎通が大半を占めている。

65.5% 59.9% 69.2% 71.2%

8.8%

4.5%
11.3%

2.1%

東京ＭＡ 横浜ＭＡ 仙台ＭＡ 青森ＭＡ

（番号区画コード：２１９） （番号区画コード：２３４）（番号区画コード：１２１）（番号区画コード：９４－２）

※発信呼数による比率。
・番号区画内、県内についてはＮＴＴ東日本公開情報「平成15年度電気通信役務通信量
等状況報告」より、加入電話の単位料金区域間別通信量（回数）を利用

・県間については電気通信事業者協会「テレコムデータブック２００４」の加入電話・ＩＳＤＮ
の 「都道府県間通信回数」の県内・県間トラヒックの比率から推定

参考

固定端末発の着信先比率（平成１４年）

（平成１６年版 情報通信白書より）

固定端末発→固定端末着

12%

88%

固定端末発→移動端末着

固定端末：加入電話、公衆電話、ＩＳＤＮ、
無線呼出し（着信のみ）

移動端末：携帯電話、ＰＨＳ
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電話網の光ＩＰ化に向けた取り組みと今後の課題

（１）０ＡＢ～Ｊ番号付与対象についてアクセスの光化

（４）融合サービスにおける番号について固定・移動通信サービスの融合

（２）番号ポータビリティの実現方式についてＩＰネットワークの事業者間接続

電話網の光ＩＰ化に向けた取り組み 今後の課題

セキュリティの確保 （３）発信者番号のなりすまし防止について

「ネーム」としての番号利用 （５）電話番号の文字列等の利用について
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０ＡＢ～Ｊ番号の付与対象について

アクセス

電話回線に対し
番号を付与

音声

Ｄチャネルに対し
番号を付与

番号付与対象の
明確化が必要

音声信号の多重化が
可能

ア
ナ
ロ
グ
電
話

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

Ｉ
Ｐ
電
話

Ｂチャネル

Ｂチャネル

Ｄチャネル

アクセスの光化にともない、１本のアクセスラインに音声信号を多重化することが可能とな
ることから、０ＡＢ～Ｊ番号を付与する対象の明確化が必要。

音声

音声

音声

＊アナログ電話・ISDNは上記以外にダイヤルイン番号も付与。
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番号ポータビリティの実現方式について

＜移転元＞
ＮＴＴ固定電話網

Ａ社 Ｂ社

＜移転先＞

（移転先情報）

ポータビリティ

◎◎

DB

加入者交換機

中継交換機

固定電話の番号ポータビリティは、現在はＮＴＴ固定電話網に依存しているが、各通信事業
者の電話網のＩＰ化にともない、固定電話網を経由せず、事業者間のネットワークが直接接続
される形態での番号ポータビリティの実現方式、移転先情報管理方法等の検討が必要。

＜発信元＞

Ａ社ＩＰ網 Ｂ社ＩＰ網

＜発信元＞ ＜移転先＞

＜移転元＞

ポータビリティ

ＮＴＴ固定・
ＩＰ電話網

（現 在） （将 来）

事業者間ネットワークが直接接続される形態で
の番号ポータビリティの方式、移転先情報管理方
法等の検討が必要

※二重番号によるルーティングを見直し中
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発信者番号のなりすまし防止について

基本的に、既存PSTNでは、発信者番号は網側で生成しているが、IP電話においては、端末側

で生成するため、網側でチェックする仕組みが無い場合は、発信者側で生成された発信者番号が
着信者に表示されたり、誤課金が生じるおそれがある。

IP電話において、発信者番号の「なりすまし防止」の対応が必要。

「なりすまし防止」の対応が必要

ＩＰ電話網

・・・ ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ 発信者番号 ･･･

サーバ等 発信

発信者番号表示

呼び出し
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固定・移動通信サービス融合における番号について

固定通信サービス、携帯電話や無線ＬＡＮ-ＩＰ電話などの移動通信サービスの融合したサー

ビスの提供が想定される。
融合サービスにおける電話番号の在り方（一元的な番号付与の是非、番号の種類など）の

整理が必要。

第三世代携帯
（ＦＯＭＡ）

ブロードバンド
（光）無線ＬＡＮ

どこでも使えるシームレス端末
デュアル端末等

融合サービスの番号の整理が必要
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電話番号の文字列等の利用について

既存電話網では、電話番号はルーチング先を示すアドレスの役割であったが、IＰ網におい

ては、ルーチング先のアドレスを変換するためのネームの役割となる。
よって、従来の数字以外の文字列等の利用もでき得ることから、自社網内及び他社との網間

で電話番号に文字列等を利用することについて中長期的な整理が必要。

電話番号はアドレスの役割

既存電話網の構成例 ＩＰ電話網の構成例

ＩＰ網

電話番号で発信

ネーム→
アドレス変換

電話番号で
ルーチング

電話番号で発信

ＩＰアドレスで
ルーチング

電話番号はネームの役割

電話番号に文字列等を利用するこ
とについて中長期的な整理が必要

従来の数字以外の文字列等の利
用もでき得る

－ネーム、アドレスの定義（ＩＴＵ－Ｔ Ｅ．１６４勧告改正草案より）－
アドレス：公衆網、もしくは（適用できる場合）相互接続された私設網での接続における特定の終端点を識別する１０進数の複数桁、記号および付加情報の列。
ネーム：加入者を識別するために用いられる複数キャラクタの組み合わせ。キャラクタは番号、文字、記号を含んで良い。


